
戦 評

大会名 令和6年度 第71回岩手県中学校総合体育大会

男子決勝 会場； 一関ヒロセユードーム

主審； 山根 寿 副審； 渡邉 博幸

金ヶ崎 2 0 紫波第一

試合時間 ０ 時間 ４３ 分

戦 評

※７～10行にまとめること

戦評者 渡邉 凱斗

岩手県中体連バレーボール専門部審判委員会

25-11

25-19

決勝は２年ぶりの王座奪還を目指す金ヶ崎と18年ぶりの優勝を目指

す紫波第一の対決となった。第1セットから金ケ崎６番（柏）と紫波一

３番（荒澤）の打ち合いとなる。先に抜け出したのは金ケ崎。１番（伊

藤）のサイド攻撃と４番（名須川）のクイックでリードする。紫波一

も１番（鎌田）のスパイクで得点するが、金ケ崎が流れを渡さず、第

１セットを先取した。第２セット、後がない紫波一は１番（鎌田）、

３番（荒澤）などレフトに集め得点を重ねる。対する金ケ崎は８番（菅

野）から安定したコンビバレーを展開し、６番（柏）や１番（伊藤）

で得点を重ね、セットを連取し、２年ぶりの優勝を飾った。



戦 評

大会名 令和6年度 第71回岩手県中学校総合体育大会

女子決勝 会場； 一関ヒロセユードーム

主審； 及川 晃弘 副審； 小野寺 太

軽 米 2 0 九 戸

試合時間 0 時間 56 分

戦 評

※７～10行にまとめること

戦評者 中村 偉織

岩手県中体連バレーボール専門部審判委員会

25-21

25-18

第１セット、九戸は２番（松本）、３番（安堵城）のスパイクでリズム

を作る。一方、軽米は４番（田端）、７番（明堂）にトスを集める。終盤

まで一進一退の攻防を繰り広げるが、軽米は８番（竹花）のサーブで流

れを引き寄せると、４番（田端）のスパイクが決まりセットを先取する。

第２セット、軽米は１番（菅原）、９番（竹花）のサーブでリードを広

げる。巻き返したい九戸は２番（松本）にトスを集めるが、軽米が優位

に試合を展開する。最後は７番（明堂）がスパイクを決めゲームセット

となる。軽米が２年ぶり２回目の優勝を決めた。


